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○7月  5日（木） 候補者を4名に絞り、審議を継続。



















































































































































































左：中野五郎 臼杵市 市長、右　今西祐一郎 国文学研究資料館 館長
日本近世文学会との調印式




 6月 1日 国文学及び極域科学の文理融合の学際的研究を発展させることを目的として、国立極地研究所と
連携・協力に関する協定書を締結。
 8月 2日 古典籍に関わる学術研究を振興し、その成果を社会に還元することを目的として、日本近世文学
会と連携・協力の推進に関する覚書を締結。
 9月 9日 国文研が統括する人間文化研究機構基幹研究プロジェクト「バチカン図書館所蔵マリオ・マレガ
収集文書調査研究・保存・活用」に関わる学術情報の相互協力のため、大分県臼杵市と協定書を締結。
 9月 30日 デジタルアーカイブシステムの構築・発展を進めること、及び教育 ･研究活動支援により広く国
民の文化的活動に寄与することを目的として、国立国会図書館と連携・協力に関する協定書を締結。






















































































































































































































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 1 2 3 4 1
5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8
12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15
19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22
26 27 28 26 27 28 29 30 31 23/30 24 25 26 27 28 29
●開館 :9:30～18:00　　●請求受付 :9:30～12:00,13:00～17:00　　●複写受付 :9:30～16:00
ただし、土曜開館日は、
●開館 :9:30～17:00　　●請求受付 :9:30～12:00,13:00～16:00　　●複写受付 :9:30～15:00
発行日 平成29年（2017）1月25日
編　集 国文学研究資料館広報出版室
印刷所 睦美マイクロ株式会社
ⓒ人間文化研究機構国文学研究資料館
閲覧室カレンダー　2017年 2月～2017年 4月
表紙絵資料紹介
賦
ふす
花
はな
何
なに
連
れん
歌
が
（天正九年五月六日）
　本書は、連歌研究の大家であった木
き
藤
とう
才
さい
蔵
ぞう
氏（1915－2014）の旧蔵書である。かつて当館の寄託であり、この
たび寄贈された資料53点のうちの一つである。整理番号19-4。
　巻子本1巻。表紙は金茶色地に金色で青海波を織り出した絹。外題は灰色の題簽に「連歌　百韻」。見返しは白
茶色の地に金銀泥で描いた草花と金銀野毛切泊の装飾がほどこされている。本文料紙は斐紙、第1紙から第8紙
まで、それぞれことなる図案の下絵を金銀泥で描いている。清書懐紙を巻子に仕立てたものと推測される。
　発
ほっ
句
く
は「ながき根はひきもつくさぬあやめ哉
かな
　紹巴」。連
れん
衆
じゅう
は、紹
じょう
巴
は
（13句）・守
もりたか
隆（水野・10句）・白（聖
しょう
護
ご
院
いん
道
どう
澄
ちょう
法親王の一字名・12句）・昌
しょう
叱
しつ
（13句）・日野新中納言（輝
てるすけ
資・10句）・文閑（10句）・式政（8句）・正繁（8句）・
既
き
在
ざい
（江村・7句）・紹
じょう
与
よ
（8句）・員滋（1句）。『連歌総目録』に未収録。
　なお、脇
わき
句
く
をつとめる水野監
けん
物
もつの
丞
じょう
守隆は、尾張知多郡常
とこなめ
滑城主で、信長に仕えた武将である。『連歌総目録』
によると天正2年（1574）4月10日「賦何木百韻」、同年5月8日「賦山何百韻」、同年5月某日「賦何人百韻」、天
正3年（1575）5月13日「賦何路百韻」に出座しており、これら守隆が出座する百韻連歌は、いずれも発句を紹巴
がつとめている。また天正2年5月8日「賦山何百韻」は、守隆が興行主で脇句もつとめている。
　守隆の出座する連歌で管見に入るものの中で、本書は最も後の時期のものである。守隆は本百韻の翌年に起こっ
た本能寺の変で明智光秀につき、変の翌日に光秀が安土城に登った時もそれに伴った。しかしその後、山崎の合
戦で光秀が討ち死にし、守隆は入道して常滑城を出て京の嵯峨野に隠棲する。守隆の人生が一転することとなっ
た本能寺の変の、およそ1年前に催されたのが本百韻であることを思うと感慨深い。　　　　　　　（小山　順子）
大学支援「国文研でゼミを」　大学教員の皆様へ
学部・大学院で行っているゼミや講義を国文学研究資料館で行いませんか。
豊富な所蔵資料を手に取りながら、ゼミ等を行うことができます。
ぜひご活用ください。
◆お申込みはEメールでの受付けです。
　詳細は当館WEBページをご覧ください。
　http://www.nijl.ac.jp/pages/event/seminar/univ/shien.html
